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ご あ い さ つ 
 

この原稿を書いている時点で、新型コロナウイルス問題で東日本大震災九周

年追悼式が取りやめになり、また学校が休校になるなど、感染拡大防止策が進

められています。この報告書が皆様のお手元に届く頃には、この問題が終息し

ていることを願うばかりです。  

そのような状況ではありますが、皆さまにはご健勝にてご活躍のことと拝察

いたします。そして、私たちの防災・減災活動に、ご支援、ご協力を頂いてお

りますことに感謝申し上げます。この度、令和元年度防災活動報告をまとめま

したのでお届けいたします。 

 

私たち「ひょうご地域防災サポート隊」は、兵庫県を退職した技術職員が集

い、平成 18 年 1 月に NPO 法人の認証を受けました。  

私たちが県職員時代に遭遇した「阪神・淡路大震災」が活動の原点になって

います。各自の持ち場で、「安全で快適なまちづくり、地域づくり」に取り組

んでいましたが、技術の限界、想定をはるかに超える自然の力を思い知らされ

ました。また、「公助」の限界も目の当たりにする一方、「自助」「共助」が

命を守り、復興に大きな役割を果たすことを学びました。  

このような経験を原点として「守れ、いのちを！」を合言葉に、各地域に出向

き、兵庫県が作成した CG ハザードマップを活用するなど、それぞれの地域が内

包する災害リスクを確認し、地域の方々と共に防災力向上や減災対策について

考えてきました。  

 昨年度末に 3 名が退会しましたが、本年度は 3 名を新会員として迎えること

ができ、引き続き 22 名の会員体制で活動を行いました。 

  

令和元年度は、平成 30 年度同様の酷暑に加え、全国的には多くの災害に見舞

われました。  

6 月 18 日には山形県沖を震源とする M6.7、最大震度 6 強の地震が発生し、津

波高も 11cm が観測され、負傷者 43 名、半壊住家 36 棟の被害が出ています。

（令和元年 7月 31 日 12 時現在 内閣府） 奇しくも、平成 30 年の大阪北部地震

と同月同日の発生です。  

8 月 26 日から 29 日にかけて、前線と湿った空気の影響で九州北部地方を中

心に総雨量が 600mm を超えたところがあるなど、記録的な大雨となりました。

佐賀市で 110mm/h、平戸市で 434mm/24h、総雨量 626.5mm が観測され、死者 4 名、

全壊 95 棟、半壊 877 棟の住家被害が出ています。がけ崩れ等の土砂災害は 171

件発生しています。（令和元年 12 月 5 日 15 時現在、内閣府発表）JR 佐賀駅の

浸水被害がテレビ等で報じられました。 






























































